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遠隔転移を有する担癌患者での血清および尿中cathepsin B排 出量について

平野 鉄 也  吉 岡

目的 :癌組織中での lysOsOme酵素であるcathep―

sin B活性値の増加や1),癌の転移過程での cathepsin

Bの 関連性についての報告がある分。今回,遠隔転移を

有する担癌患者にて血清 cathepsin B値と尿中 cathe_

psin B排出量を検討した。

対象 と方法 i25人の入院患者を以下の 3群 に分け検

討した。(a)遠 隔転移を有しない担癌患者(Can)(n=
7)(60± 5y,o,,男 :女 =5:2)胃 癌息者(n=2),

大腸・直腸癌患者 (n=3),乳 癌患者 (n=2)を 含む.

(b)遠 隔転移を有す る担癌患者 (Remot)(n=7)

(70±4 yo.,男 :女 =2:5)胃 癌患者 (n=3)(転

転移),大腸痛患者(n=2)(肝 転移),胆嚢癌患者(n=
1)(肺 転移),卵 巣癌患者 (n=1)(肺 転移)を含む.

胆嚢癌を除 く6例 に原発巣の切除のみを施行した。(c)
コン トロール群(Cont)(n=11)(59± 4y.oⅢ男 :女 =

6:5).内 痔核患者(n=6)と 嵐径ヘルニア患者(n=
5)を含む。これら各群に,術 前早朝空腹時に採血 し,
血清 cathepsin B活性を測定し,尿を 4℃ にて保存 し,
尿中 cathepsin B活性も測定し,尿 中 cathepsin B排

出量を U/kg.dayと して計算した。切除標本について

は癌組織 cathepsin B含有量を測定し正常組織含有量

と比較 した.Cathepsin B活 性は McDonaldと Ellis

の方法めにて測定 し,統 計学的検的には ANOVAと

Tukeyの 方法を用いた.

結果 !血清 cathepsin B値は Cont群 では1,8±0.2

U/ml,Can群 では2.5±03U/mlと 有意差はなかった
が,Remot群 では2.9±0.3U/mlと Cont群 に比べ有

意に高値を示 した。尿中 cathepsin B排出量は Can群

が43±3U/kg.dayと Cont群 (23±2U/kgoday)に 'ヒベ

有意に増加したが,Remot群 (62±4U/kg.day)では

Can群 よりもさらに有意に増加した(F七.1).癌 組織

中での cathepsin B活性も正常組織 (100%)に 比べ有

意に (p<0,02)高値を示した (胃癌 ;174±19%(n=

5),大 腸・直腸癌 ;184±14%(n=5),乳 癌 ,206土

18%(n=2),卵 巣癌 ;192%(n=1),全 切除例 ;

184±17%).考察 i Cathepsin Bは細胞外 matrixであ
るcollagenやproteoglycan,さらに細血管壁の actin

や myosinを分解 しうることより,癌 の遠隔転移過程
で重要な役害Jを果していることが示唆される.今 回の
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Fig. l  Serunl cathepsin B levels and urinary

excretiOn Of cathepsin B in cancer patients.
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症例は消化器癌以外に乳癌や卵巣癌を含むために,均
一性に欠けるという欠点はあるが,胃 癌や大腸 ・直腸

癌と同様にこれらの癌組織中 cathepsin B活性も上昇

しているため,血清 cathepsin B値や尿中 cathepsin B

排出量の変化は癌組織中での cathepsin B活性の上昇

を反映 している可能性が示唆された。今後,単 一臓器

での癌症例について同様の検討がなされるべきと考え

るが,血 清 cathepsin B値と尿中 cathepsin B排出量

がとくに遠隔転移を有する担癌患者にて著明に増加す

ることより,こ れらが癌の悪性度の一種の parameter
になりうる可能性をも示唆させた。
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